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1. Introduction 

ＬＭＣ星団の謎＝古い（１３Ｇｙｒ）星団と中間年齢（１－３Ｇｙｒ）の間にＥＳＯ121-SC03(9Gyr)しか存在しない。 

ＬＭＣバーも似た形成史を有する（Ｃｏle et al 2005） 

一方、フィールド星は年齢ギャップ期間も低いながら星形成が続いたらしい。 

     （Hotzman et al 1999, Smecker-Nane et al 2002） 

ＬＭＣ－ＳＭＣのきつい近接遭遇       Ｂｅｋｋｉ ｅｔ ａｌ ２００４ 

――＞爆発的星団形成とバーの形成  ――＞ 両者のＳＦＨは似ている。 

――＞ 星団のメタルと年齢の正確な知識が必要。 

高分解能分光  Hill 2004, Johnson et al 2006  いくつかの古い星団中の数個の星 

中分解能分光  多天体分光が可能   

    ＣａＴ線（ＭｇＩＩ 三重線）は球状星団のメタル指標  Armandroff / Zinn 1988, Armandrtoff / Da Costa 1991  

ＬＭＣに適用し、８０星団でメタルと視線速度 Ｏｌｓzewski et al 1991, Suntzeff et al 1992  

   内側星団（Ｒ＜５°）  <[Fe/H]> = -0.29±0.2  

    外側星団（Ｒ＞５°）  <[Fe/H]> = -0.42±0.2     でほとんど同じ。 

ＭＷ（Ｆｒｉｅｌ ｅｔ ａｌ ２００２）やＭ３３（Ｔｉｅｄｅ ｅｔ ａｌ ２００４）と対照的。 

視線速度―＞星団は円盤上を回転。圧力支持力学系ではない。 

問題は当時の単スリット分光では、最も明るい星一つ（大抵ＭかＣ星）/星団で結果が怪しい。 

――＞ 信頼度の高いカタログ必要。２８星団を８．２ｍＶＬＴで観測。 

２．データ 

２．１．天体 

ＳＷＢクラス ＩＶＢ－ＶＩＩ  

バイアスは、年齢ギャップ付近、以前のメタル精度が？、ＬＭＣ-SMC力学作用研究に重要そうにかかる。 

２．２．取得 

２００４年１２月２１-２４日 

２．３．整約 

２．４．視線速度 

３０テンプレート星とのクロスコリレーションーー＞６ ｋｍ/ｓ ＳｔｄＤｅｖ 

スリットのオフセット等のエラーを足して、７．５ｋｍ/ｓ エラー 

２．５． 等値幅と元素量 

Pseudocontinuum 擬連続光 をＣａＴ線の両側から引いて、そこにガウシアン＋ローレンツイアンを合わせて等値幅 

ガウシアンフィットはウィングを測れないので、高メタルで精度が悪いと考えられていた。 

――＞ この論文ではローレンツイアンも入れて精度を上げた。 

∑Ｗ＝ＥＷ８４９８＋ＥＷ８５４２＋ＥＷ８６６２ 

ＷはＴｅ，ｇ，Ｚ全ての影響を受ける。 

Ｚ一定なら、ＲＧＢ上でＷは等級ｍと線形の関係がある。ＲＧＢ底でｇ大でＨ－吸収増え、Ｗ下がる。 

――＞ この光度効果を消すため、 Ｗ‘＝W+β （Ｖ－ＶＨＢ） 



 

 

 

 

 

 

 

図１．星団の位置 

▲＝ＳＷＢ Ｖ 
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ＮＧＣ１８４１（－８４°）は図の

外。 

ＮＧＣ１８６１（ＳＷＢ ＩＶＢ）は▲ 

マークにしてある。 

実線＝ＮＩＲの等高線 

（van de Ｍａrel 2001） 

点線＝ＨＩの模様 

    （Staveley-Smit 2003） 

△＝ＨＩガスの回転中心 

（Kim etal 1998） 

□＝中間年齢星団の回転中心 

      (van der Marel 2002) 

○＝３０ＤｏｒとＮ１１ 

 

 



 

図２  スペクトルのサンプル。 [Fe/H]と線強度の関係が見える。 

 

 



 

ＶＨＢの代わりにＶＲＣを用いた。β ＝０．６４Å/ｍａg ＜―― Ｒｕｔｌｅｄｇｅ ｅｔ ａｌ １９９７  球状星団５２個 

                       ０．７３      ＜―― 散開星団も含む時 

――＞ β ＝０．７３を採用 

 

次は年齢効果の処理。  年齢によりＨｅ燃焼核の大きさ、つまり光度が異なる可能性。 

Ｄａ Ｃｏｓｔａ／Ｈａｒｔｚｉｄｉｍｉｔｒｉｏｕ１９９８    ＶＨＢの年齢効果を決定 

しかし、ここではそれはｓ入れない。散開星団もβ 決定の中に含まれるので年齢効果も入ってくるだろう。 

結局、Ｒｕｔｌｅｄｇｅ ｅｔ ａｌ １９９７に従って、次の式を使う。 

[Fe/H]=（－２．９６６±０．０３２）＋（０．３６２±０．０１４）Ｗ‘ 

注意しておきたいのは、ここまで球状星団と散開星団の二つのメタル量変換を合体させてきたが、 

Ｃｏｌｅ ｅｔ ａｌ２００４ は、二つが異なるフィットを必要とするという意味での、明らかな年齢効果は認めていない。 

で、較正は ｔ＞２．５Ｇｙｒ なのだがそれより若い星にも上の式を適用してしまう。 

３．解析 

ＶＨＢ   

まず、中心からみかけ星団半径の半分以下の星をとる。 

若い星団 ＲＣは⊿Ｖ＝０．８， ⊿（Ｖ－Ｉ）＝０．２のボックス内の星と定め、その中間値をとる。 

ＨＢある古い星団 出版測光データと自分たちの機械等級を比較してゼロ点を定めた。 

                ――＞何をしているのかわからない。 

３，１、メンバーシップ 

決定手順 

（１）星団中心と半径を目で決める。 

              

図３ Ｈｏｄｇｅ１１の星。大きい○＝採用した星団半径を示す。青＝半径外の非メンバー。水色＝視線速度から非メンバ

ー。緑＝メタル量から非メンバー。赤＝メンバー 


